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２０１６年３月期 第２四半期

決算説明会
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１. 2016年 3月期 第2四半期業績

2. 2016年 3月期 通期業績予想

３. 中期経営計画の進捗
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1-1） 決算のポイント

売上

損益

機械器具部品

⼯作機械 他

景気回復基調が続く欧州と、⽇系⾃動⾞メーカーの販売が好調
であった中国での増加が⼤きく全体では増収。

中国での増収効果に加え、円安効果もあり増益。

・ステアリング ＜増収・増益＞
欧州、中国の増収効果により増益。

・ベアリング＜増収・増益＞
北⽶、中国の増収効果により増益。

・駆動＜増収・増益＞
⽇本での増収や北⽶での収益性改善により増益。

・⼯作機械＜増収・減益＞
売上は微増。単体の収益性低下により減益。

業績

事業別業績
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1-2) 連結損益

売上⾼、及び各段階利益すべて過去最⾼売上⾼、及び各段階利益すべて過去最⾼
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1-3） 四半期業績推移

2,893 2,668

3,150 3,218
3,334

3,369

3,637

3,465 3,553

194

72

145
165 169 171

236

199 204

08/3期※1 13/3期※2 14/3期※3 15/3期 1Q 2Q 3Q 4Q 16/3期 1Q 2Q

6.7% 2.7%
4.6% 5.1% 5.1% 5.1%

6.5% 5.8% 5.7%

営業利益率 （億円）

※1 ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ直前期と⽐較するため四半期平均を記載しております。
※2 ･3 13/3期、14/3期は四半期平均。これ以降のスライドについても同様です。

1US$ 113円 82円 99円 101円 103円 113円 118円 120円 121円

1EUR 160円 105円 133円 139円 136円 141円 133円 132円 134円

売上⾼

営業
利益
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334 403
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1-4） 営業利益の増減分析
（億円）

＋76  

＋72   

＋5

減益要因 89億円 増益要因 158億円

営業利益 69 億円の増加

△9 

15/3期
2Q累計

16/3期
2Q累計

売

価

⽔

準

ダ

ウ

ン

費

⽤

増

実
質
売
上
増
加

に
よ
る
利
益
増

原

価

改

善

為

替

変

動

基
盤
構
築
費
⽤

そ
の
他
の
増
益

要

因

△30 
△50 

為 替 換 算 の
影 響 等 を 除 く

＋5  



JTEKT CORPORATION

148

43

130
139 137

144

209

176 180
6.2%

1.9%

4.7% 4.9% 4.7% 4.8%
6.7%

5.7% 5.8%

08/3期 13/3期 14/3期

15/3期

1Q 2Q 3Q 4Q
16/3期

1Q 2Q

営業利益
営業利益率
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1-5） 事業別業績 【機械器具部品】

営業利益四半期推移

1,255 1,209
1,497 1,534 1,572 1,659 1,710 1,693 1,698

761 796

951 975 991 1,006 1,050 1,031 1,030369 299

349 358 358 365 389 360 384
2,386 2,304

2,798 2,868 2,921 3,032 3,153 3,085 3,113

08/3期 13/3期 14/3期

15/3期

1Q 2Q 3Q 4Q
16/3期

1Q 2Q

ステアリング ベアリング 駆動

売上⾼四半期推移
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1-5） 事業別業績 【⼯作機械 他】

45

30

15
27

32
25 27 23 23

9.0%

8.5%
4.4%

7.8%
7.8%

7.5%

5.6% 6.1%
5.2%

08/3期 13/3期 14/3期
15/3期

1Q 2Q 3Q 4Q
16/3期

1Q 2Q

営業利益 営業利益率売上⾼四半期推移 営業利益四半期推移

442

299 323 328
390

311
434

350
407

64

65 28 20
21

25

49

28
32

507

364 351 349
412

337

483

379
440

08/3期 13/3期 14/3期

15/3期

1Q 2Q 3Q 4Q
16/3期

1Q 2Q

工作機械 その他
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1-6） 法⼈所在地別業績 【⽇本】

1,586

1,354 1,390 1,344
1,441

1,324
1,479

1,306
1,443

121

44

83
71

90 83 82 74 80

08/3期 13/3期 14/3期 15/3期 1Q 2Q 3Q 4Q 16/3期 1Q 2Q

7.7%
3.3%

6.0% 5.3%
6.3% 6.3% 5.6% 5.7% 5.6%

営業利益率

売上高

営業
利益

四 半 期 推 移 (億円)
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2.1%

3.9%

1.0%
1.4% 1.8% 2.4% 3.4%

2.3%
0.4%
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1-6） 法⼈所在地別業績 【欧州】

四 半 期 推 移 (億円)

579

348

495
532

494
530

556
539

507

12

13
5

7 8 12
19

12
1

08/3期 13/3期 14/3期 15/3期 1Q 2Q 3Q 4Q 16/3期 1Q 2Q
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1-6） 法⼈所在地別業績 【北⽶】

426 459

618
709 731

780 810
866

822

13

4

17

27

16

23

46
41

25

08/3期 13/3期 14/3期 15/3期 1Q 2Q 3Q 4Q 16/3期 1Q 2Q

3.2% 1.0%

2.8%
3.9%

2.2%
3.0% 5.7%

4.8%
3.2%

(億円)
四 半 期 推 移
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1-6） 法⼈所在地別業績 【アジア・オセアニア】

214

329

392
363 371 375

457

354
410

34 31 34
27 28

39
48

26
40

08/3期 13/3期 14/3期 15/3期 1Q 2Q 3Q 4Q 16/3期 1Q 2Q

16.3%

9.4%

8.7% 7.7% 7.7%
10.6% 10.7%

7.5%
9.9%

四 半 期 推 移
(億円)
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1-6） 法⼈所在地別業績 【中国】

46

132

200 208
230

299
272

336
312

7
12

21 20
28

35 37
45

52

08/3期 13/3期 14/3期 15/3期 1Q 2Q 3Q 4Q 16/3期 1Q 2Q

15.0%

9.3%

11.0% 10.0%
12.1% 11.7%

13.7% 13.5%

16.9%
四 半 期 推 移 (億円)
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1-6） 法⼈所在地別業績 【南⽶ 他】

39
44

52
59

64
59 60 61

55

5

0
1 1

2

0

9

3
2

08/3期 13/3期 14/3期 15/3期 1Q 2Q 3Q 4Q 16/3期 1Q 2Q

13.6%

2.2% 2.2% 3.2% 4.1% 0.5%

16.6%
5.4% 4.6%

四 半 期 推 移 (億円)
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1-7） 財務データ

1,692
1,772 1,750

1.6

1.5 1.5

14/3期末 15/3期末 16/3期 2Q

棚卸資産 棚卸資産回転⽉数

2,457
2,266 2,328

0.62
0.48 0.49

14/3期末 15/3期末 16/3期 2Q

有利⼦負債 D/Eﾚｼｵ

338 302 263

426
382 487

764
684

750

14/3期末 15/3期末 16/3期 2Q

上期 下期

250 270 289

280 300 311

530
570

600

14/3期末 15/3期末 16/3期 2Q

上期 下期

棚卸資産 有利⼦負債

設備投資 減価償却費

（億円）
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2. 2016年3月期 通期業績予想

１. 2016年3月期 第2四半期業績

３. 中期経営計画の進捗
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2-1） 事業環境の⾒通し

先進国を中⼼に堅調に推移
・北⽶は着実な回復を継続
・欧州は緩やかな回復基調を維持

中国は次第に減速感が⾼まってゆく⾒通し
新興国は成⻑に勢いを⽋く状態が継続
⽇本の回復ペースは低調

事業環境の⾒通し

注⽬するポイント

中国の⽇系⾃動⾞メーカーの⽣産動向
⾃動⾞販売の低迷が続くアジア、国内の⾃動⾞⽣産動向

JTEKT CORPORATION
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2-2） 通期業績予想 〜10/30修正予想〜

売上⾼、及び各段階利益すべて過去最⾼売上⾼、及び各段階利益すべて過去最⾼
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2-3） 営業利益の増減分析
（億円）

＋63  

＋81 

＋15

減益要因 80億円 増益要因 159億円

営業利益 79 億円の増加

15/3期
（実績）

16/3期
(予想）
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為 替 換 算 の
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2-4）BSスリム化活動

中期経営計画である『変化に強い財務基盤づくり』を実現するため、
今年度は国内外⼦会社を中⼼にBSスリム化活動を重点取組みとして実施中

グループ内での有効活⽤を⾒据えた
資産内容の総点検と整理を⾏なう

資産効率を⾼め、財務基盤をより
強固なものにする

資産内容の総点検と整理は今期中にやりきる
⇒ 今期70〜80億円程度の処理を⾒込んでおり、前期処理分と
あわせて合計200億円程度（純資産の約4%）となる⾒込み

取組内容 将来効果

下期の取組み
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2-5） 事業別売上⾼

（億円）

（億円）
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2-6） 法⼈所在地別売上⾼
（億円）
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2. 2016年3月期 業績予想

１. 2016年3月期 業績

３. 中期経営計画の進捗
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中期経営計画(2015-2019)

3） 中期経営計画の進捗
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目 次

3） 中期経営計画の進捗

1.上半期の振り返り

2.中期経営計画の進捗状況

3.数値目線

1)自動車部品事業
2)軸受事業
3)工作機械・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ事業
(ファンダメンダルズ強化)

4) ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙでの人材ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
5)財務基盤の強化
6)間接部門の業務改革
7)ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 業務基盤の確立
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1.上半期の振り返り
総括総括

経営指標（連結）経営指標（連結）

3） 中期経営計画の進捗
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【2015年度上半期】
新興国が減速しているものの、米国や欧州などの先進国を中心に堅調に推移し、
日本経済も回復基調が持続する中、
“足もと固め”の成果出しと“弾込め”の取り組みにより
“グローバルでの、No.1 & Only Oneに向けた取り組みを強化

【2015年度上半期】
新興国が減速しているものの、米国や欧州などの先進国を中心に堅調に推移し、
日本経済も回復基調が持続する中、
“足もと固め”の成果出しと“弾込め”の取り組みにより
“グローバルでの、No.1 & Only Oneに向けた取り組みを強化

3-1） 上半期の振り返り – 総括

【出来たこと・目処付け完】
①ﾌﾛﾝﾄﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ活動による

開発段階からの顧客連携強化
②市販の強化

（販社・代理店の再編）
③構造改革の成果出し

（北米・欧州・中国・日本）

【出来たこと・目処付け完】
①ﾌﾛﾝﾄﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ活動による

開発段階からの顧客連携強化
②市販の強化

（販社・代理店の再編）
③構造改革の成果出し

（北米・欧州・中国・日本）

【継続取組み中】
①コストダウンの未達・棚卸資産の削減
②革新的モノづくり（生産性の向上）

【継続取組み中】
①コストダウンの未達・棚卸資産の削減
②革新的モノづくり（生産性の向上）

足もと固め足もと固め 弾込め弾込め

次世代
先端研究

機能向上
新技術

基盤
技術

既存領域 周辺領域 新領域

技
術
の
先
進
性

ドメインの広がり

既存
事業

コア
技術

自動車部品/軸受/工メ 新事業

染み出し
染み出し

染み出し

染み出し

事業コラボ

Ｍ＆Ａ

新事業

新事業

新事業

JTEKT CORPORATION

1,639 
1,692 

1,772 
1,730 

1,450 

1.8
1.6 1.5 1.5

1.3

13/3期末 14/3期末 15/3期末 16/3期末 19/3期末

棚卸資産 回転月数

4.0

6.2

9.8 10.8

13/3期末 14/3期末 15/3期末 16/3期末 19/3期末

ROE

1.4

2.2

3.9
4.7

13/3期末 14/3期末 15/3期末 16/3期末 19/3期末

2,652 
2,457 

2,266 
2,070 

1,500 

0.73 0.62 
0.48 0.40 0.30 

13/3期末 14/3期末 15/3期末 16/3期末 19/3期末

有利子負債 DEレシオ
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ＲＯＡＲＯＡ

以下

棚卸資産棚卸資産 有利子負債有利子負債

ＲＯＥＲＯＥＲＯＡＲＯＡ

3-1） 上半期の振り返り –経営指標（連結）
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3-2）中計経営計画の進捗状況

1.自動車部品事業戦略

JTEKT CORPORATION

商品力の強化 収益力/原価企画力強化 グローバル対応力強化 市場対応力強化

タイムリーな商品企画

開発ロードマップ整備

フロント活動強化

原価企画活動強化

内製技術の確立

設備投資削減

事業の選択と集中

グローバル商談体制強化
欧米顧客への取組

供給体制整備

サプライチェーン強化

“世界NO.1”、”オンリー1”へのこだわりを持ち、顧客への価値を
提供し続けることで、市場をリードする存在として進化し続ける

中
期
目
標

ステアリング

ドライブライン

自動車用ステアリンググローバルトップ
シェアの維持

トルクコントロールデバイスで世界のリー
ディングカンパニーへ飛躍

30

3-2-1）自動車部品事業の目指す姿
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ステアリングビジネス

3-2-1）自動車部品事業戦略

JTEKT CORPORATION

中期目標
ステアリング

自動車用ステアリンググローバルトップシェアの維持

“世界NO.1”、”オンリー1”へのこだわりを持ち、顧客への価値を
提供し続けることで、市場をリードする存在として進化し続ける

目指す姿

商品力強化

・機能安全、小型軽量・省燃費、自動運転対応
・基幹部品戦略の推進（コラム/MCU）
・競争力ある商品の市場投入 （RP/DP-EPS、次世代EPS）

・グローバル商談対応力・フロントローディング活動強化
・売価戦略/原価企画力の強化

供給体制整備
・グローバル供給体制の整備
（メキシコ拠点設立/北米下流アシストEPS展開に伴う生産再編）

ビジネスモデル
変革

重点取組

32

3-2-1）ステアリング事業の目指す姿
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販
売

収
益

 PM（プロジェクトマネージメ
ント）体制が定着
（グローバルマネジメント強化）

成
果

 価格競争激化（地域間価格差）

 米系顧客層の更なる拡大対応

課
題

 収益を意識した受注活動

 市場価格を意識した原低活動

成
果

 原価企画活動の成果出しが不足

 価格競争激化への対応

課
題

 次世代商品（製品の進化）企画

 将来への弾込め加速（ADAS、機
能安全）

成
果

 VEを含めた足元固めの為の成果
前出し

課
題

開
発

 売価原価戦略推進強化
 中国売価原価戦略推進

徹底したベンチマークによる競争⼒強化
作り⽅、買い⽅改善による原価構造再構築

 次世代商品内製開発
⼿の内化による競争⼒強化、仕⼊先への牽制

 PM体制の更なる強化
(プロジェクトマネージメント室）

 グローバル商談体制強化

 グローバル供給⽣産体制整
北米：下流EPSの生産事業化
メキシコ：CEPS量産開始

売り方

コスト競争力/収益力強化

事業戦略

33

15年度上期実施項⽬

ステアリング14年度振り返りと15年上期実施項目

JTEKT CORPORATION

13件

11%

105件

89%

グローバル商談
単独拠点商談

20件

14%

128件
86%

34

～取巻く環境～～取巻く環境～

PM（プロジェクトマネージメント)室
の更なる強化体制へ

 グローバル商談受注フレームワーク再構築
地域ごとの⽬標・受注戦略とミッションを
共有し即時対応

本社

欧州

北米

中国

OEM

OEM

OEM

グローバル商談数

2014年 2015年

対応PJ数 3 6

日本人員 2名 4名

PM

RPM

RPM

RPM

PM体制PM体制
PM体制の更なる強化

グローバル商談台数

欧⽶系を中⼼に
グローバル商談対応の
重要性が増す

7.2百万台

弾込め

14.6百万台

2010 2014

7.9百万台
11百万台

2010 2014

ステアリング～グローバル商談取組体制強化
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グローバル⽣産体制の整備
北⽶を中⼼に新⼯場⽴上げ、新商品プロジェクト増加に伴う⽣産体制整備状況

JATV 第2⼯場

北⽶ JNA
JATV第２⼯場下流EPS専⽤化

・下流EPS⽣産体制
・マニュアルコラム事業化 2017年上期

従来
第1⼯場：C-EPS/MS/HPS
第2⼯場：⼯機/補給/倉庫

第1⼯場 ：C-EPS/MS/ HPS
⼯機/補給/倉庫

第2⼯場：DP-EPS(2016年）
：RP-EPS(2017年)

HPS寄⽌め等ｽﾍﾟｰｽ対策実施

弾込め

メキシコ JAMX
量産出荷開始(15年9⽉）

⼯場外観

ﾗｲﾝｵﾌ式
(第1号量産品）

・C-EPS能⼒増強 2017年
・インタミ現地⽣産 2017年
・DP-EPS事業化 2018年

弾込め

ステアリング～グローバル供給生産体制の整備

JTEKT CORPORATION

JTEKT

14年度受注他社

36

18年度ステアリング市場シェア見通し

18年市場

18年度トップシェア維持
の目処付けは完了

※市場データに基づき当社独⾃調べ

JTEKT

他社

18年市場

当初（中計⽴案時） 15年上期時点

中計初年度(14年)受注

15年度上期新規受注
25%シェア確定

2014 2018

25%
25%

数量及びシェア

他社 他社

新規受注

2018⽬標
25%

3-2-1）ステアリング15年度取組経過
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ドライブラインビジネス

3-2-1）自動車部品事業戦略

JTEKT CORPORATION

中期目標
ドライブライン

トルクコントロールデバイスで世界のリーディングカ
ンパニーへ飛躍

“世界NO.1”、”オンリー1”へのこだわりを持ち、顧客への価値を
提供し続けることで、市場をリードする存在として進化し続ける

目指す姿

商品力強化

・小型化・低コスト・高機能化
・ユニット化・モジュール化
・新分野商品開発（HV/EV対応）

・海外顧客へのアプローチ強化と市場理解活動の促進
・海外現地法人と連携した、営業/販売技術体制の構築

供給体制整備 ・既存の生産能力を徹底活用

顧客拡大
市場開拓

重点取組

38

3-2-1）ドライブラインの取組み
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販
売

収
益

 欧州市場調査の体制整備着手

 製品毎の事業性検証が完了

成
果

 ターゲット商談の受注実績
課
題

 主要製品での大部屋活動成果
（CVJ事業黒字化目処付け、
ITCC採算向上など）

成
果

 コスト競争力強化活動の成果出
しが不足

課
題

 ディスコネクトユニット：顧客
との商談フェイズへ移行
（日米系顧客提案を継続中）

成
果

 省燃費に貢献する商品開発の加
速

課
題

開
発

39

 PM体制の更なる強化
(プロジェクトマネージメント室）

 欧州顧客市場調査と拡販ロードマップ

売り方

 売価原価戦略推進強化
 ⼤部屋活動強化

徹底したベンチマークによる競争⼒強化
作り⽅、買い⽅改善による原価構造再構築

コスト競争力/収益力強化

事業戦略 将来への弾込め
次世代商品の開発加速

 選択と集中の実⾏
ダンパプーリーの中国への⽣産集約

事業戦略

15年度上期実施項⽬

3-2-1）ドライブライン14年度振返りと今後の対応

JTEKT CORPORATION
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PM（プロジェクトマネージメント)室に
駆動機能を新設。グローバルで機能強化

本社

欧州

北米

OEM

OEM

2014年 2015年

対応PJ数 0 4

人員 0名 2名 PM

LPM

LPM

PM体制PM体制PM体制の更なる強化

欧州市場調査〜フロントローディング活動
欧州での拡販〜技術トレンド調査を通じて駆動成⻑路線のシナリオを構築

弾込め

<TCD>
AWDは依然増加傾向。システムは
Disconnectよりコンベンショナルに需要有

<Oil Pump>
A-MT増加によるE-Clutch需要増加

<Torsen>
⼩型⾞EG⼤出⼒化によりLSD引合増加

A B C D E F G

ITCC ○ ○ - △ □ □ □

Oil pump - - - △ - △ -

E-clutch △ △ ○ △ △ ○ ○

Torsen ○ □ △ △ △ □ □

○:RFQ受領、△:技術打合、□:寒冷地試験招待

ドライブライン～グローバル商談取組体制強化
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商品⼒強化〜 将来への弾込めとして商品企画を強化
早期市場投⼊を⽬指し開発加速

E-Clutch

'14 '15 '16 '17 '18 '19 '20

AMT

CVT

DCT

AT

MT

需要動向

EClutch

CO2 130 g/km

CO2 95 g/km

MTベースの⾃動変速機構は
油圧クラッチ付M/Tが⼤幅に普及する⾒通し
MTベースの⾃動変速機構は
油圧クラッチ付M/Tが⼤幅に普及する⾒通し

JTEKTの油圧技術をベースに
E-Clutch市場を開拓 〜 開発完了
JTEKTの油圧技術をベースに
E-Clutch市場を開拓 〜 開発完了

'14 '15 '16 '17 '18 '19 '20

デフ⼀体モジュール4WD

 ITCC⼀体デフモジュールを
デフサプライヤーとの協業での開発加速

 ITCC⼀体デフモジュールを
デフサプライヤーとの協業での開発加速

需要動向

 ディスコネクトは北⽶のみ増加
 従来システム(ITCC)が今後も主流
 モジュール化が加速(デフ⼀体)

 ディスコネクトは北⽶のみ増加
 従来システム(ITCC)が今後も主流
 モジュール化が加速(デフ⼀体)

油圧

ペダルクラッチ

Electric Actuator

3-2-1）ドライブライン～商品力強化

JTEKT CORPORATION
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２．軸受事業戦略

3-2）中計経営計画の進捗状況
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事業
全体

・フロントローディング活動の強化
・タイムリーな高付加価値商品の投入
・シェアトップ３ポジションの維持

・ソリューション提案型ビジネスモデルの確立
・No.1＆Only1商品・サービスを確立しブランド力を向上
・グローバルシェア拡大

・量から質への転換により高収益事業へ
・筋肉質で競争に勝てる体質づくり

（体質強化で足もと固め～成長へ）

継続して価値を創造し、お客様へ感動を与え賞賛される事業
～Ｋｏｙｏブランドを世界のTOPブランドへ～

軸受事業の長期ビジョン

目

指

す

姿

自動車
軸受

産機
市販
軸受

3-2-2） ２０１５年度 中期計画（2015-2019）

JTEKT CORPORATION
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3-2-2） ２０１５年度 中期計画（2015-2019）

事
業
戦
略
ス
ト
l
リ
l

事
業
戦
略
ス
ト
l
リ
l

構造改革
生産力・生産技術力の確立

国内工場再編

海外工場再編
レベルアップ

商品開発

生産力・生産技術力確立

収益基盤の強化
構造改革

収益力の向上

最適化実践・評価
販売体制強化・確立

勝てるプロセスの確立

売り方改革

重点取組領域の
明確化

№1 ＆ Only  One 高付加価値商品開発

2015年2015年 2019年2019年

つ
く
り

技
術

営
業

2017年2017年2016年2016年 2018年2018年2014年2014年

新領域商品開発

商品別・業種別戦略重点課題対応
（構造改革、生産、営業、技術） ×
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構造改革
・国内生産体制再編
・海外工場の再編
・事業体質の強化

高付加価値商品
開発強化

・重点取組領域の選定
・No.1&Only One商品開発
・先行商品開発

売り方改革
営業力の強化

・顧客軸でのグローバルの営業体制強化と
リードサプライヤーの地位確立

・勝てる営業プロセスの構築
・最適販売体制の構築
・産機市販のあるべき姿活動の推進

生産力
生産技術力の

確立

・生産技術力革新
・設備投資原単位削減
・現場力向上

2015年度の重点実施事項2015年度の重点実施事項

3-2-2） ２０１５年度 中期計画（2015-2019）

JTEKT CORPORATION
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構造改革
・原価低減のスピードアップ
・北米、アセアン、インドを加えた 国内外工場再編のやり切り
・間接部門の業務改革

・国内再編 ： 亀山 新建屋着工
香川 増築建屋完成、鍛造機設置

・海外再編 ： 構造改革の実行による収益改善
成果

課題

◆国内外工場の再編

欧州

中国 日本

＜地域別構造改革に注力＞

北米

アセアン

3-2-2）重点課題対応（構造改革）

インド
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◆国内生産体制の再編

国分

亀山香川

徳島
①

②
③ 国内生産体制の再編により

・最適供給体制の確立
・コスト競争力強化
・産機軸受強化

を実現

コンセプト

① 国分：産機軸受のマザー工場化

② 自動車用ＨＵＢ 生産工場再編

③ 四国での前工程からの一貫加工

※HUB（ハブユニット）

3-2-2）重点課題対応（構造改革）

JTEKT CORPORATION

48

①国分：産機軸受のマザー工場化

実施事項

①
中形
大形

＜ロットサイズに応じた最適コストラインの構築＞

② 工作機械 ＜スピンドル用軸受の加工技術革新＞

③ 超大形 ＜大型熱処理 作り方改革による商品力向上＞

国分工場 再編後レイアウト

南工場

北工場

超大形軸受工場

③

②

①

HUB移管後の跡地に、
産機軸受集約

鍛造移管後の跡地は、
産機軸受用戦略スペース

3-2-2）重点課題対応（構造改革）
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②亀山：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙHUB生産のﾓﾃﾞﾙ工場となる、世界一のHUB工場を目指す

コスト競争力向上
・高速ﾗｲﾝ（CT短縮）
・小ﾛｯﾄ対応ﾗｲﾝ（専用ﾗｲﾝ）
・軽自動車対応低ｺｽﾄﾗｲﾝ物流改善

・物流作業無人化、物流動線短縮

省エネ推進
・LED照明、自然光活用

亀山工場新建屋

安全、クリーンな作業環境つくり
・歩車分離、ミスト対策

実施事項

亀山HUB
新建屋着工（‘15/8）

⇒順次ライン稼動（‘16/5～）

コスト競争力向上、物流改善、省エネ、作業環境改善

3-2-2）重点課題対応（構造改革）

JTEKT CORPORATION
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③四国での前工程からの一貫加工

実施事項

ＴＲＢ 鍛造工程
香川第2工場 増築建屋完成（‘15/9）

⇒新鍛造機稼動（‘16/1予定）

香川第２工場 建屋外観

四国でのＴＲＢの鍛造工程から完成品までの
一貫加工を実現
ＴＲＢｺｽﾄ競争力を向上

※TRB（ﾃｰﾊﾟｰﾛｰﾗｰﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ）

香川第２工場 増築前 香川第２工場 増築後

増築後建屋

3-2-2）重点課題対応（構造改革）
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◆北米軸受工場 構造改革マップ

3-2-2）重点課題対応（構造改革）

ＴＲＢ/ＨＵＢの強化による、収益基盤の確保

ｵﾚﾝｼﾞﾊﾞｰｸﾞ
工場

■
■

ﾘｯﾁﾗﾝﾄﾞ
工場■ﾜｼﾝﾄﾝ

工場

■KAF

ﾘｯﾁﾗﾝﾄﾞ工場の増強

建屋拡張部分

工場 実施事項

ｵﾚﾝｼﾞﾊﾞｰｸﾞ工場 生産品種の見直しによる採算改善取組み中

ﾘｯﾁﾗﾝﾄﾞ工場
新ライン導入による、HUB生産能力増強

⇒順次新ライン生産開始（’15/12～）

KAF TRB前工程効率化によるコスト改善取組み中

JTEKT CORPORATION
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◆欧州軸受工場 構造改革マップ

3-2-2）重点課題対応（構造改革）

業績改善
(ｲﾝﾃﾞｯｸｽ)

’13年

指数

’14年 ’15年

ＮＲＢ工場再編を軸に、収益基盤を強化

KRA

■
KBE

■KBES

KBDE

KBCZ

モルト工場

マロム工場

ビエルゾン工場

■

■

■

■ ■

■
TRB移管

拠点閉鎖

工場再編

KBVM

工場（国） 再編 実施事項

ＫＢＥ（英） ＨＵＢに特化 ＴＲＢのＫＲＡ（ﾙｰﾏﾆｱ）への集約完了 （’15/6 ）

KBVM（仏） 工場、管理部門の再編 ﾓﾙﾄ工場→ﾋﾞｴﾙｿﾞﾝ工場への移設完了 （’15/9）

ＫＢＥＳ（西） 拠点閉鎖 拠点閉鎖完了

ＫＢＤＥ（独） 組織、物流の見直し 工場整流化と販社も含めた倉庫統廃合を実施中
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3-2-2）重点課題対応（構造改革）

◆KBDE 整流化への取組み（工場内）
類似工程集約／動線の短縮／戦略スペースの確保（治工具・試作）

治工具

小ロット、試作品生産

材料投入 出荷

【最終レイアウト（’16/11月）】

【改善前レイアウト略図】

戦略スペース

…品種ごとに動線がバラバラ

…動線の整列化と短縮、戦略スペース確保

JTEKT CORPORATION
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◆中国軸受工場 構造改革マップ

■■■

■
KDC

KAW

KNBW

WKB

大連

無錫

3-2-2）重点課題対応（構造改革）

SBB工場の再編とNRB需要増への対応

工場（地区） 再編

ＫＤＣ（大連） ミニチュア・小径ＳＢＢ生産の集約

ＷＫＢ（無錫） 小型ＳＢＢ生産の集約

ＫＡＷ（無錫）
SBB生産は中型に特化

自動車用TRBの需要増に対応

業績改善
(ｲﾝﾃﾞｯｸｽ)

’13年

指数

’14年 ’15年
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3-2-2）重点課題対応（生産）

◆多品種小ロット生産対応への生産技術力革新

①TRB、CRB中形用小ロット加工工程
の生産技術革新

実際効果(ｲﾝﾃﾞｯｸｽ)

②転動体（ころ）小ロット加工工程
の生産技術革新

コスト

指数

導入前 導入後

段取時間

指数

導入前 導入後

コスト

指数

導入前 導入後

実際効果(ｲﾝﾃﾞｯｸｽ)

【油圧機器】

豊興工業

【砥石】
豊田ﾊﾞﾝﾓｯﾌﾟｽ

【電子機器】

光洋電子工業

【本体・組付】
工機部

【理論解析】

研究開発本部

【調整車】
光洋機械工業

【砥石軸】

工メ事業部

【ｸｰﾗﾝﾄ装置】
ＣＮＫ

【設備設計】
生産技術開発部

グループ会社の技術を結集した「1個流し研削設備」の開発

JTEKT CORPORATION

◆市販強化
中央在庫の品揃え強化

56

3-2-2）重点課題対応（営業）

営業

・重点業種での顧客別戦略の策定と取組み強化

・市販強化（代理店商流）
国内商流見直し（代理店・支社営業）
技術交流会・困りごと解決・新規ｱﾌﾟﾘ発掘
中央在庫品揃え強化（型番件数2割増)

成果

2014年9⽉
光洋販売合併前 2015年8⽉末時点

品揃え充実 顧客要望への対応
型番追加 （型番件数2割増）

◆重点業種での顧客別戦略の策定と
取組み強化

営業情報一元化
･人脈MAP
･TOP懇、･･･

技術交流会
の実施

新しいお客様
アプリの発掘

開発案件の抽出

既存領域の強化 新規領域の発掘

型番数
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◆グローバル開発体制強化

・ 欧州ﾃｸｾﾝ再編（ﾄﾞｲﾂ北部ｸﾝｽﾞﾍﾞｯｸへ全品種・全機能を集約 ： 2015/11）

57

3-2-2）重点課題対応（技術）

技術

成果

課題
・海外テクセンの自立化，現地人化
・投資ミニマムの商品開発

・グローバル開発体制強化
・品種別/業種別戦略に基く、ターゲットプロジェクト明確化

フロントローディング活動推進

ﾄﾞｲﾂ
（ｸﾝｽﾞﾍﾞｯｸ）

ﾄﾞｲﾂ
（ﾐｭﾝﾍﾝ）

ﾌﾗﾝｽ

ｵﾗﾝﾀﾞ

ﾄﾞｲﾂ（ｸﾝｽﾞﾍﾞｯｸ）

実験･設計･販技機能

ﾄﾞｲﾂ
（ﾐｭﾝﾍﾝ）

ﾌﾗﾝｽ

ｵﾗﾝﾀﾞ

販
技
機
能
に
特
化

JTEKT CORPORATION
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(1)顧客ニーズに対応した商品開発例 （産機軸受）

3-2-2）重点課題対応（技術）

冷蔵庫コンプレッサ用 ＰＰＳ保持器付きスラスト玉軸受

・すべり軸受からの転がり化を実現することで、低トルク化を実現し、
コンプレッサの性能向上～冷蔵庫の更なる省エネ化に貢献

冷蔵庫のコンプレッサには、コンプレッサオイルと冷媒を使用しており、従来のポリアミド系樹脂では、樹脂の環状オリゴマが発生し不具合の原因と
なっていまい、樹脂を使用した転がり軸受の採用はされていませんでした。今回保持器材料にPPSを採用し、この課題を解決することで、冷蔵庫の
更なる省エネ化を実現しました。

PPS樹脂保持器
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(1)顧客ニーズに対応した商品開発例 （産機軸受）

3-2-2）重点課題対応（技術）

農・建機用 高機能円すいころ軸受

・農建機用の過酷な使用条件に対し
最適設計によりロバスト性を向上

・外径 φ260 まで対応可

JTEKT CORPORATION

60

(1)顧客ニーズに対応した商品開発例 （二輪車用軸受）

3-2-2）重点課題対応（技術）

大型二輪車スーパーチャージャ用セラミック玉軸受

・転がり軸受（セラミック玉使用）による摩擦損失低減で
スーパーチャージャーの性能向上に貢献

玉
（セラミック）

外輪
（耐熱鋼）

保持器
（耐熱樹脂材）

内輪
（耐熱鋼）
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(1)顧客ニーズに対応した商品開発例 （自動車用軸受）

3-2-2）重点課題対応（技術）

低トルクハブユニット（低トルクグリース開発）

・ハブユニットの回転トルクを量産比 ４０％低減

・ B-HUBだけでなく、T-HUBにも 適用し低トルク化可能

軸受
転がり抵抗

シール
摺動抵抗

ｼｰﾙ用低ﾄﾙｸｸﾞﾘｰｽ

低ﾄﾙｸｼｰﾙ

TOTAL

▲４０％

開発ｸﾞﾘｰｽ

シール
摺動抵抗

シール
摺動抵抗

軸受
転がり抵抗

JTEKT CORPORATION

次世代超低損失円すいころ軸受（LFT-Ⅳ）

’90 ’95 ’00 ’05 ’10 ’15

1.0

0.9

0.8

0.5

標準品

LFT-Ⅰ

LFT-Ⅱ

LFT-Ⅲ

62

(1)顧客ニーズに対応した商品開発例 （自動車用軸受）

3-2-2）重点課題対応（技術）

・LFT-Ⅲを越えるNo.1低損失軸受の開発

損
失

ト
ル

ク
比

（
標

準
品

比
）

他社低損失軸受

年度

LFT-Ⅳ
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工作機械･メカトロニクス

事業戦略

3-2）中計経営計画の進捗状況

JTEKT CORPORATION

64

目指す姿と事業戦略骨子

3-2-3）工作機械・メカトロニクス事業戦略
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新台中⼼から “つながる”事業への基盤固め(〜16年)と
持続的成⻑への体質強化(〜19年)

お客様から信頼される真の総合⽣産システムインテグレータ
モノづくりすべてのフェーズでバリューを提供

カスタマーサポート：

⽬指す姿

事業戦略

重点取組 営業⼒強化 商品⼒強化 モノづくり改⾰
（刈⾕ReBORN

原価低減）
⾵⼟改⾰・L/T短縮

65

狙う市場を明確化

お客様サポートバリューの充実と拡⼤で No.1

研削盤

強い研削盤を
より磐⽯に

グローバルNo.1

切削機
ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ

プレゼンス向上による
⾮⾃動⾞市場の強化

ギヤ加⼯市場での
No1 & Only One

ギヤスカイビング
センタ ラインコントロール

システムで
No1 & Only One

制御システム

3-2-3）目指す姿

JTEKT CORPORATION

66

バリューチェーンの確⽴/拡⼤により、よりよいシステムをお客様へ提供

ソリューション

技術・システム
提案

機械販売

⽣産⽀援
保守メンテナンスサービスパーツ

提供

トレーニング
教育

改良・改造
オーバーホール

お客様

顧客・設備DB グループ会社

14下
Ave

4月 5月 6月 7月 8月 9月

ｱﾌﾀｰ

新台

◆受注額推移
顧客情報・保有台

数DB構築

顧客別設備MAPと
機械情報整備

トレーニング道場
教育体制整備

オーバーホール・改
造のパッケージ化

インターネット保全システム展開

パーツインターネット販売
に向けたカタログ整備

成果 課題
顧客別設備MAPと
機械情報整備

アフターソリューションビジネス
モデルの拡⼤(システム⼒強化)

システム・ソリューション
ができる素地が不⾜

今後の
展開

14下
Ave

4月 5月 6月 7月 8月 9月

◆受注額推移(アフター)CNC/PLC乗替

3-2-3）事業戦略①
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グループ保有技術のつながりでワークへ対応 （⼯程提案）

IoE技術整備
ビッグデータモジュール

センサ開発

ワーク

JTEKT
光洋機械

⼯業

光洋
ｻｰﾓｼｽﾃﾑ

豊興
⼯業

CNK光洋電⼦
⼯業

豊⽥
ﾊﾞﾝﾓｯﾌﾟｽ

三井精機
⼯業

豊幸

顧客・設備DB

研削盤・切削機
ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ・制御ｼｽﾃﾑ

ｶｽﾀﾏｰｻﾎﾟｰﾄ

研削盤
（ｾﾝﾀﾚｽ・内⾯）

油空圧機器
検査/計測器

DLC
搬送装置
ｸｰﾗﾝﾄﾀﾝｸ

焼⼊焼成炉

制御機器
ｾﾝｻ

円筒研削盤
ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ

CBNといし
ﾛｰﾀﾘｰﾄﾞﾚｯｻ

研削盤
ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ

ギヤ⼯程の
システム提案

カム・クランクシャフト
へ展開

グループ販売
ネットワークをつなげ

相互協業し合える仕組み作り

成果 課題
今後の
展開

ギヤ⼯程スルーライン
システム先⾏要素開発

⾃社製品しか販売しない
→システム効果が⾒えない

ワーク軸でのグループ全体での
活動WG発⾜し活動強化

0

500

1,000

1,500

2,000

2014
年度

2015
年度

2019
年度

連結売上（億円）

3-2-3）事業戦略②

JTEKT CORPORATION

ストーリーのある技術開発と商品展開 （開発～市場投入までのつながり）

68

モデルチェンジマイナーチェンジ改良/改造

戦略的な技術開発と商品展開による競争⼒の維持・向上
カ マ モ

成果
新開発2機種・
モデルチェンジ3機種・
改良6機種/14〜15年度

課題
ユニットの開発が弱い
開発スピードが遅い
開発評価のしくみが不⼗分

今後
の

展開

IoEパッケージ展開
２機種開発/年

新
新機種

2014 2015 2016 2017

件数
新 モ マ カ 新 モ マ カ 新 モ マ カ 新 モ マ カ
1 4 0 5 5 2 0 3 2 2 1 5 3 1 0 2

研削盤

切削機
マシニングセンタ

ギアスカイビングセンタ

制御
簡単操作・リモート診断対応HMI

中型機改良 ⼩型化⼤型機開発

⼤型マシニングセンタ開発 建機・エネルギー・航空機対応
リアルタイム熱変位補正 ＤＤ回転テーブル 5軸マシニングセンタ

複合カム（凹カム） 凹カム専⽤研中⼤型円筒研削盤モデルチェンジ

IoE対応 ビッグデータ処理モジュール 兆候管理システム

ショルダ研削対応研削盤

3-2-3）事業戦略③
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営業力強化

3-2-3）工作機械・メカトロニクス事業戦略

JTEKT CORPORATION

70

成
果

課
題代理店（１３ヶ国）での販売・サービス体制強化構築

欧州代理店網の拡充、整備完了（１３ヶ国）

欧州代理店map

代理店拡充による
販売ｻｰﾋﾞｽ網整備完了

強化

3-2-3）重点取組み（１） 営業力強化①
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成
果

課
題⻄海岸､東海岸､メキシコでの販売・サービス⼒を更に強化

北⽶（メキシコ含めた）代理店網の拡充、整備完了

北米代理店map

ｴﾈﾙｷﾞｰの下落を
⾃動⾞市場、ｱﾌﾀｰでｶﾊﾞｰ

北米拠点

既存（12店）

新規（ 8店）

2014年

実績

2015年

見通

他

⾃動⾞

ｱﾌﾀｰ

3-2-3）重点取組み（１） 営業力強化②

JTEKT CORPORATION
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商品力強化

3-2-3）工作機械・メカトロニクス事業戦略
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⼤型横形マシニングセンタ FH1600SW5i
⾼剛性クイル主軸搭載により

広い加⼯範囲と⾼い⽣産性を実現

・リリース：2015年11⽉
・販売台数：7台/年
・今後の展開：
航空機向け５軸機の開発

クイル主軸
750mm主軸が伸縮

3-2-3）重点取組み（２） 商品力強化①

JTEKT CORPORATION

74

ギヤスカイビングセンタ GS700H5
好評な GS300H のシリーズ第⼆弾

Φ700 / モジュール6 まで対応

・リリース：2015年11⽉
・販売台数：5台/年
・今後の展開：
⼩型機の開発

⾼剛性トラニオン形テーブル⾼剛性トラニオン形テーブル

3-2-3）重点取組み（２） 商品力強化②
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事務所

75

IoE（Internet of Everything）によるスマートファクトリー作り

誰でも安定した加⼯が可能
設備単体

誰でもわかる、次の⼿が打てる
⼯場全体

簡単操作
簡単プログラミング

⾼い⽣産性 安⼼安定
⾼精度加⼯

IoEを実現するHMI IoEを実現するソフトウェアIoEを実現するPLC

動作・異常の
⾒える化

劣化の
⾒える化

⽣産の⾒える化
ネック⼯程がわかる

⽣産マネジメントシステムTIPROS

良品保証（品質管理、製品保証） 設備診断（予防保全、不具合推定）

ネットワーク
＜クラウド＞

TIPROS 【TOYODA Integrated  Production System】お客様 仕⼊先

⼯場事務所 ⽣産ライン

計画の
⾒直し

⽣産性UPの
取組み

問題点への
即応

3-2-3）重点取組み（２） 商品力強化③

JTEKT CORPORATION
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モノづくり改⾰

3-2-3）工作機械・メカトロニクス事業戦略
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2011年

実績

2015年

見通し

指
数

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015見込

生産台数実績推移 ﾏｼﾆﾝｸﾞ 切削機 研削盤

指
数

◆刈⾕⼯場ReBORN
により⽣産台数拡⼤

◆⽣産設備能⼒拡⼤
↓

新たなネック⼯程、
ネック⼯程間の
マネジメント課題に
取組んでいく

刈谷工場ReBORNの成果出し

機械加⼯ReBORN
組⽴ReBORN

制御ReBORN
塗装ReBORN

2)組⽴リードタイム（中型横形ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ）

100 

38 

2011年

実績

2015年

見通し

1)⽉産能⼒台数
指
数

3-2-3）重点取組み（３） モノづくり改革

JTEKT CORPORATION

78

ファンダメンダルズ強化
グローバルでの人材マネジメントグローバルでの人材マネジメント

財務基盤の強化財務基盤の強化

間接部門の業務改革間接部門の業務改革

グローバル業務基盤の確立グローバル業務基盤の確立

3-2）中計経営計画の進捗状況
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①グローバル経営人材の発掘/育成/最適配置①グローバル経営人材の発掘/育成/最適配置

【日本】ライン長に着手
（部署長は導入済み）

【海外】部署長に着手

【日本】ライン長に着手
（部署長は導入済み）

【海外】部署長に着手

グローバルでのサクセッションと
グローバル異動の実践

グローバルでのサクセッションと
グローバル異動の実践

評価制度設計に着手評価制度設計に着手

サクセッション
プラン導入

サクセッション
プラン導入

グローバル
人事制度
グローバル
人事制度

グローバル
人材ＤＢ

グローバル
人材ＤＢ

ＤＢの設置完了ＤＢの設置完了

グローバル・グレード/評価/
報酬制度の構築

グローバル・グレード/評価/
報酬制度の構築

人材・ポスト情報のＤＢ化人材・ポスト情報のＤＢ化

3-2-4）グローバルでの人材マネジメント(１)

現在（２０１5年度第2四半期末）現在（２０１5年度第2四半期末）２０１５年度以降の取組み２０１５年度以降の取組み

目指す姿目指す姿

次世代経営幹部候補の発掘～育成（1期生選抜完了）

JTEKT CORPORATION

80

クローバルサクセッション コミッティー体系図

地域

事業/機能
/現地法人

グループ全体

3-2-4）グローバルでの人材マネジメント(２)

・地域別やグローバルのコミッティを初開催

・次世代経営幹部候補”1期⽣”を選抜完了
1期⽣ ：35⼈
2期⽣(選抜中）：34⼈ (内ナショナルスタッフ 15⼈)
※1期⽣については、教育の実施および

育成ローテーション計画の検討・推進中

サクセッションプラン導⼊ 〜進捗状況〜

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙコミッティー
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②個々人の能力/組織能力向上②個々人の能力/組織能力向上

81

JFMS教育を国内で推進中JFMS教育を国内で推進中

グローバルトレーナーの
育成に着手

グローバルトレーナーの
育成に着手

全従業員の研修実施
グループ・グローバル展開

全従業員の研修実施
グループ・グローバル展開

問題解決能力問題解決能力

英語能力英語能力

技能/
監督者能力

技能/
監督者能力

TOEICの昇格要件化TOEICの昇格要件化英語能力教育の拡充英語能力教育の拡充

JFMS教育のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開
(JTEKT Floor Management System)

JFMS教育のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開
(JTEKT Floor Management System)

策定中策定中

3-2-4）グローバルでの人材マネジメント(３)

現在（２０１5年度第2四半期末）現在（２０１5年度第2四半期末）２０１５年度以降の取組み２０１５年度以降の取組み

目指す姿目指す姿

個
々
人
の
能
力

個
々
人
の
能
力

組
織
能
力

組
織
能
力

JTEKT WAY
策定

JTEKT WAY
策定

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ
推進

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ
推進

役員・部署長研修を実施役員・部署長研修を実施

2016年4月発表(予定)
全従業員への浸透

2016年4月発表(予定)
全従業員への浸透

意識改革の全従業員展開
制度面でのサポート拡充

意識改革の全従業員展開
制度面でのサポート拡充

JTEKT CORPORATION
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⽬指す姿

2015年以降の取組み

収益向上
ＢＳスリム化

正しい資産管理の定着
① 有効活⽤を⾒据えた資産の総点検と

整理のやりきり（⼦会社中⼼）
② グローバル棚卸⼿順の統⼀に着⼿

現在（2015年度第２四半期末）

BS適正化、有利⼦負債削減を推進し、変化に強い財務基盤を構築する
とともに、⼗分な戦略資⾦の確保を実現する

・有利⼦負債 1,500億円以下 ・D/Eレシオ 0.3以下
・戦略資⾦確保 年200億円以上全社数値⽬標

『エクセレントカンパニー』としての財務体質構築

資産効率化の管理体制
構築

① 事業資産利益率（ROBA）を⽬標
値化、予実管理体制の構築中

② 資産スリム化プロジェクトを⽣産管理
本部・⽣産技術管理本部と推進中

会計基準の統⼀
IFRS導⼊

① グループ会計⽅針策定・展開中
② 財務情報の⾼度化、⼀元化を各本

部・機能横断組織にて推進中

ＲＯＡ向上

モノサシの設定

3-2-5）財務基盤の強化（1)
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物流改善による適正在庫の削減 - 資産適正化プロジェクト改善事例 -
- ⽣産の⼩ロット化と併せてサプライチェーン全体での⼩ロット化に取り組む
- ⽣産在庫/営業在庫ともに、混載して定期便で送り、現地在庫を削減する

週 ３週⽬ 2週⽬ 1週⽬

部品

⽉需を１回でまとめ送品

完成品

※月間送品

週 ３週⽬ 2週⽬ 1週⽬

部品

⽉需を週単位で分割送品

完成品

※週間送品

⽉単位 週単位
月需まとめ送品 週間平準化送品

・「週間送品」の実施・従来の送り方

※ 軸受製造現法：12/15社, 営業現法：5/17社 試行中

3-2-5）財務基盤の強化(２)

JTEKT CORPORATION

目指す姿（Goal） (Level 5)

標準化のレベルアップ (Level 4)

攻める改善（現状否定）

標準化のレベルアップ (Level 3)

守る改善（現状肯定）

現業務の表準化 (Level 2)
（基準工数・個人別スキル）

現業務の表準化 (Level 1)

（プロセス・ファイリング）

84

グローバル化の加速に伴い下記対応が急務

・人材のダイバーシティ化対応
・迅速な意思決定が可能な

グローバル経営管理の仕組みを構築

業務改革の取組みに至った背景

１．JTEKTグループ全間接部門で
日常業務の標準化のレベルアップを行い

組織能力（部署間連携）を究極に高め

小さな本社・小さな間接部門の実現 !!

２．グローバルベースで
・仕事のやり方 、アウトプットの質・量 、作業時間

の標準化

・ファイリング体系 、個人別スキル管理

・集計・分析用の管理項目 、管理帳票の整備

JTEKTｸﾞﾙｰﾌﾟ内どこでも同じｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ!!

目指す姿

方針

日常業務の標準化レベルを

絶え間なくスパイラルアップし、

省人化工数を方針業務にシフト

3-2-6） 間接部門の業務改革(１)
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１）前期
技術部門（３４部門）に特化し実施
業革対象全間接部門の２９％が着手

２）今期
①本社部門・生技部門部門（１５部門）着手
②各本部（営業・生産管理・調達）他（２０部門）着手
業革対象全間接部門の５８％が着手

３）業革の成果がモニタリング可能なKPI設定に着手

前期・今期の取組み

中期計画

JTEKT単体 ： Level 1達成、部門によりLevel 3達成 （2017年度末）
国内外グループ会社 ： 優先度の高い会社から順次Level 1活動開始 （2017年度）

Ｌｅｖｅｌ １ or 2

Ｌｅｖｅｌ １

Ｌｅｖｅｌ １

Ｌｅｖｅｌ １

Ｌｅｖｅｌ １

Ｌｅｖｅｌ 2 or 3

Ｌｅｖｅｌ 2 or 3

Ｌｅｖｅｌ 2 or 3

3-2-6） 間接部門の業務改革(２)

★昨年度中期計画を大幅前倒し !!!

★大幅前倒し中期計画を堅持 !!! （業革対象１１８部署全て業革着手）

JTEKT CORPORATION

・ITの戦略的活用を目指し、新たに全社機能会議として設置

『IT中期計画』の策定 (2015年3月)

1 『情報システム機能会議』の設置 (2014年11月）

2

・全社横断のプロジェクトチームで各施策の構想・要件を検討中

・ボードメンバーによる構想審議、推進状況の確認（1回/3か月）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

新規

維持

・戦略的IT投資による各機能の底上げ

・システムの増加に伴う維持コストは抑止

単位：100万円IT新規投資額の推移IT中期計画の狙い

・生産,需給管理機能の強化

・各機能をグローバルで繋ぎ

意志決定スピードを加速化

・グローバルでの機密管理強化

・各機能の中期計画と連動する形でIT施策をとりまとめ

3-2-7）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ業務基盤の確立 – 戦略的なIT活用
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生産・需給管理の
強化
生産・需給管理の
強化

競争力強化競争力強化

本社/地域統括への
情報収集
本社/地域統括への
情報収集

グローバルでの
ITインフラ基盤構築
グローバルでの
ITインフラ基盤構築

意思決定
スピードUP
意思決定
スピードUP

個社の
情報精度UP
個社の
情報精度UP

機密管理強化
生産性向上
機密管理強化
生産性向上

生産サポートシステム
開発・導入

需給管理システム
開発導入

自：’16年7月～
軸：’18年7月～

‘17年4月～

グローバル部品工程表

品質問題のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ共有

引合・商談システム

’17年8月

’16年7月

’18年7月

アセアン地域 業務統合

中国地域 業務統合

’17年4月～

’17年1月～

グローバルでの
セキュリティ対策

間接部門の生産性向上
(チャット、情報共有など)

’16年9月～

’18年2月

主な施策狙い 実施時期

業務標準化と

基幹システム導入

海外拠点の

3-2-7）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ業務基盤の確立 –主な施策

JTEKT CORPORATION
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３.数値目線

3） 中期経営計画の進捗
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3.9%3.9% 5.0%以上5.0%以上

110円/USD

138円/EUR

110円/USD

138円/EUR

95円/USD

130円/EUR

95円/USD

130円/EUR
為替レート
（4月～3月）
為替レート
（4月～3月）

ROAROA

684億円684億円 750億円750億円設備投資額設備投資額

570億円570億円 650億円650億円減価償却費減価償却費

3.0%3.0% 4.0%4.0%研究開発比率研究開発比率

14年度
実績

14年度
実績

19年度
目標

19年度
目標

5.5%5.5% 8.0%8.0%営業利益率営業利益率

4.7%4.7%

115円/USD

130円/EUR
※第3四半期以降

115円/USD

130円/EUR
※第3四半期以降

750億円750億円

600億円600億円

3.0%3.0%

15年度
見通し
15年度
見通し

5.8%5.8%

3-3） 数値目線
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ご清聴ありがとうございました


